
●スピニングタックルで
釣る人もいる

　

三
浦
半
島
鴨
居
の
マ
ダ
イ
と
い
え
ば
エ
ビ

エ
サ
を
使
っ
た
テ
ン
ビ
ン
釣
り
、
通
称
「
鴨

居
式
の
エ
ビ
タ
イ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
伝
統
の
マ
ダ
イ
釣
り
を
継
承
し
て

き
た
船
宿
が
鴨
居
大
室
港
の
房
丸
。
昨
年
末

に
大
船
長
の
高
橋
房
男
船
長
が
勇
退
し
た
こ

と
を
受
け
、
現
在
は
息
子
の
正
船
長
が
マ
ダ

イ
船
の
舵
を
握
っ
て
い
る
。
近
年
は
生
き
エ

ビ
の
入
手
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ

り
タ
イ
ラ
バ
の
フ
ァ
ン
が
増
え
て
は
い
る
が
、

そ
の
釣
れ
具
合
は
健
在
。
３
月
上
旬
の
取
材

日
は
鴨
居
沖
の
水
深
70
メ
ー
ト
ル
前
後
の
深

場
を
攻
め
て
最
大
2.8
キ
ロ
を
含
め
船
中
14
枚

と
好
調
だ
っ
た
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
伝

統
の
釣
り
は
い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
。

（
詳
細
は
50
ペ
ー
ジ
参
照
）

◉三浦半島鴨居大室港・房丸
高橋 正船長

▲

今
後
は
水
深
50
～
60
メ
ー
ト
ル
の
浅
場
で
釣
れ
る
よ
う
に
な
る
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撮
影
◉
伊
井
泰
洋

基本カラーは
オレンジと赤

　タイラバヘッドはオレンジと赤（ワ
インレッド）の基本カラーを用意して
おこう。それ以外の色では金、オレン
ジ金などのメタリックカラーを使って
いる人が多く見られる。この日はほと
んどの人がオレンジを使っていて、そ
のせいかマダイが食ってきたのはオレ
ンジだけだった。
　ネクタイもオレンジと赤がベースに
なり、１～２本を付ける。２本ネクタ
イにする場合はストライプカラーや黒
を交ぜるといいだろう。形状はストレ
ート、カーリーと替えて試してみよう。
また、東京湾ではスカートを付けない
のが主流で、この日もほぼ全員がスカ
ートレスのタイラバだった。

▲ヘッドは80～100グラムだが、
潮が速いので100グラム推奨

▲シンプルなタイラバで釣る人が
多い

▲当日のトッ
プは４枚

▲

２
キ
ロ
級
も
何
枚
か
上
が
っ
た

▲当日は鴨居沖の水深70メートル前後を狙った

▲もちろんエビエサでの釣りもＯＫ

▼

長年鴨居のマダイ釣り
を支えてきた大船長の船
（左）は廃船予定とか

●東京湾のタイラバは春の
好期を迎えている

▲10時のコーヒーと昼の味噌汁サービスは健在

伝
統
と
新
風

鴨
居
の
真
鯛
釣
り

【
エ
ビ
タ
イ
】

【
タ
イ
ラ
バ
】

Traditional
and
Modern
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